
 

 

なりたの森あそび体験 

秋の森であそぼう 

荘子淑子（四街道市） 

日  時：2025年 11月 21日（金） 9:15～11:20  天気：晴れ 

場  所：成田市倉水の森（管理者：北総里山倶楽部） 

参加者：成田市立大栄みらい学園 1年生 46名、教員 4名、成田市農政課 2名、ちば里山セ

ンター1名、北総里山倶楽部 3名 

担当指導員：尾澤、金子、荘子、晝間、渡辺幸 

 

落葉がすすんだ森は、木々の間に差し込む日ざしが暖かく森遊びには絶好の日和。バスが到

着、46名の元気な 1年生と挨拶を交わした後、4つのグループに分かれ、森遊びが始まった。 

〇「じゃんけん落ち葉拾い」…まず森遊びウォーミングアップ。二人組で「じゃんけんぽん」勝った 

ら、気に入った葉を拾う。相手を替えながらじゃんけんが続く。元気な声が森に響いた。 

〇「秋探したんけん」…森の中を歩きながら秋探し。大きなダンボー 

ルに、皆が見つけた秋らしい、赤、黄、茶色や虫食いの葉やドン 

グリ、虫、枯れ枝などを広げて森の中の秋を再確認。 

〇「ドングリ転がし」…班を２つに分け、それぞれのダンボールに集 

めた枯れ枝を障害物として皆で自由に貼り付けた。グループ全 

員でダンボールを持ち『スタート』から『ゴール』までドングリを転 

がした。初めは 1個のドングリ。上手くゴール出来たらどんどんド 

ングリの数を増やして時間内に 6個まで成功。皆で協力し大い 

に盛り上がり楽しんだ。最後にコナラのドングリの芽出しを見つけ 

てドングリの循環について皆で話した。 

〇「葉っぱのステンドグラス」…いもむし、クリスマスツリー、キノコの黒 

 い切り抜き台紙に気に入った落ち葉をテープで貼りつけた。森に 

飾ると木漏れ日を受けてとてもきれい。みんなで見合った。  

〇「落ち葉の山・道」…落ち葉を積み上げたり、長い道を作ったり、 

跳んだり、寝転んだり、葉っぱをかけ合ったり。落ち葉の温かい感 

触や音や匂いを楽しんだ。 

◯「落ち葉飛ばし」…両手いっぱいに葉っぱを抱え込んで飛ばし始 

めたら遊びは止まらないくらい夢中。最後にシートに落ち葉の山を 

のせ、みんなでシートの縁を持ち、1,2,3で振り上げ落ち葉を飛ば 

した。「この落ち葉どうなるのだろう」「土になる、なくなる・・」「不思 

議ね？」 夢中になって遊んだ子どもたちに落ち葉のゆくえを問い 

かけた。足元の落ち葉をめくって落ち葉が徐々に小さくなっていく 

様子を観察した。 

〇「落ち葉のゆくえ」…絵本「おちばのしたをのぞいてみたら…」の

読み聞かせをし、落ち葉の下の様子や働きに目を向けた。 

 

終わりの会では、「落ち葉の山を跳んだのがおもしろかった。」

「葉っぱじゃんけんが楽しかった」「いろいろな葉っぱがあることが

わかった」「また遊びたい」・・。意気揚々と帰る子どもたちを見送り、

怪我もなく終えたことにほっとした。 

秋をたくさん探したね 

ドングリころころ 

森の中は別世界 

葉っぱまみれ 


